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厚さ 1.7ｃｍのキリ板および厚さ 9mm のヒノキ板、厚






































































































































































よく分かった 分かった 分かりにくかった 
78％ 22％ 0％ 
○ 木工作の知識・技能は向上しましたか。 
おおいに向上した 向上した あまり向上していない 
33％ 67％ 0％ 
○ 作品製作についてはどうでしたか 
よくできた できた うまくできなかった 

























































よく分かった 分かった 分かりにくかった 
70％ 30％ 0％ 
○ 木工作の知識・技能は向上しましたか。 
おおいに向上した 向上した あまり向上していない 
22％ 78％ 0％ 
○ 作品製作についてはどうでしたか 
よくできた できた うまくできなかった 
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また、現在は具体的な予定はないが、子どもも大人も木に親しむ活動を宮崎県内で展開していきたい。 
 時間の関係で、幼稚園や保育園の先生方に木工作指導をする際に、参加者が全ての作業をするので
はなく、左右に振って音の出る玩具は筆者があらかじめ切っておいたものを研摩して組み立てるだけ
の体験であった。木工指導のアンケート結果には、そのことに対しての不満はなかったが、参加者が
もっと木を加工する経験を深め、進んで木工作に取り組む意欲を向上させることができるような教材
の研究をしたい。そしてその成果を幼稚園教諭・保育士養成に関わる授業科目での学生指導に生かし
たい。 
 現在、著者は幼児に対する木工作の指導について「船の製作」を題材として研究を進めているが、
その他にも幼児向けの木工作教材の研究をすすめていきたい。 
 
注１：「箱ぽっくり」は幼児が傾きを感じ、バランスを取る能力を高める玩具として著者が製作した玩
具のひとつである。守川美輪『第55回大学美術教育学会研究発表概要集』2016年32頁 
引用参考文献 
みやざき木づかい県民会議『木育かわら版 vol．3』2017年２頁「おもちゃづくり感想」 
松井勅尚編著『幼児の心と体を育む はじめての木育』黎明書房2013年42頁「浮かべて遊ぶ 木のつ
みき」 
